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研究課題名 ソフトナノスペース中へのクリーンエネルギー気体高密度貯蔵

研究の概要等 排出のもっとも少ない および は常温で超臨界気体のために高圧下でCO CH H2 4 2

も、液化せず、高密度貯蔵は困難である。現在では固体の極微細孔（ナノ細孔）の

分子に対する強い分子表面間力を利用して高密度貯蔵する方向が有力である。従っ

て、固体細孔と あるいは 分子間の相互作用を制御することが肝心である。CH H4 2

しかし、既存のナノ細孔体ではこれら分子への分散力が小さく、ナノ細孔体にして

。 、 、も十分なる相互作用とならない 本研究では 単位体積あたりナノ空間密度が高く

構造にソフトさを導入しうる有機・無機ハイブリッド錯体ナノ細孔体ならびに有機

・無機修飾単層カーボンナノチューブ（ ）を創製しつつ、各種構造解析法をSWNT

適用して超臨界 と のナノスペースへの吸着貯蔵原理を明かにし、優れた貯CH H4 2

蔵材開発にも向かう。また、申請者は 年前から固体ナノ空間の分子科学の研究を13

世界に先駆けて初め、絶えず新しい学術展開を示してきた。その独自の学術的研究

方法を発展させ、マクロ概念とは異なる、新たなナノスケール視点の分子と固体表

面の新しい科学を創成する。
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